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令和 6年度岩国市一般廃棄物処理実施計画

第 1章  基本的事項

1 目的
廃棄物の処理及び清掃に関する法律 (昭和 45年法律第 137号。以下 「法」 とい う。)

及び岩国市廃棄物の処理及び清掃に関する条例 (平成 18年条例第 140号 )に基づき令和

6年 3月 に策定 した 「第 2次岩国市一般廃棄物処理基本計画」に掲げる持続可能な循環

型社会の形成へ向けて、市民・事業者・行政が協働・共創 しながら、様々な施策に取 り

組むため、令和 6年度岩国市一般廃棄物処理実施計画を次のとお り定めます。

2 計画期間
令和 6年 4月 1日 から令和 7年 3月 31日 まで

3 発生量及び ヅサイクル率
(1)固 形状一般廃葉物

121 液状一般廃棄物

区  分
令和 5年度

見込

令和 6年度

計画

し 尿 5,297kL 4,971kL

浄 化 槽 汚 泥 55,072kL 53,366kL

第 2章  ごみ処理計画                  ｀

本計画では、第 2次岩国市一般廃棄物処理基本計画に掲げる3つの基本理念 ① 3R(リ

デュース・リユース・リサイクル)の推進 ②市民・事業者・行政の協働・共創による取り

組みの推進 ③地球環境保全の推進 のもと、(1)ごみの発生・排出削減、リサイクルの推進

(2)ごみの適正処理の啓発と推進 (3)環境美化の推進を基本方針とし、日標とする姿『地域

資源を賢く使い、持統可能で快適に暮らせるまち』の実現を目指します。
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区  分
令和 5年度

見込

令和 6年度

計画

発   生   量 42,516,000kg 41,995,000kg

リ サ イ ク ル 率 21.0% 22.6%

リ サ イ ク ル 率

(発 電 含 む ) 38。 2% 39.9%



1 目標達成に向けての具体的な施策
(1)ごみの発生 。排出削減、リサイクルの推進

①ごみの発生 。排出削減

項  目 施  策

1市民 。事業者

意識の向上

(人づ くり)

環境教育の充実

(出前講座 )

環境に対する意識を定着 させるため、市職員が

学校等に出向き、ごみの分別方法等について説明

し、ごみ減量等の啓発を行 う「出前乗境講座」を

実施 します。

また、「岩国市地球温暖化対策地域協議会」や「地

球温暖化防止を考える会」等の市民団体 と連携す

るとともに、自治会等への案内や、広報いわくに。

市ホームページ等での PRを通 して、講座の参加
者を増や し、更なる環境教育の充実を図 ります。

ごみ処理体験学

習 (施設見学等 )

ごみの処理や有効利用等に関する学習の場 とし

て、ごみ処理施設の見学や職場体験により環境学

習を充実させ、ごみの減量・分別の意義などにつ

いての認知度向上を図 ります。

学校の児童 。生徒の長期休暇の時期に合わせ、

施設見学の際に 「NPO法 人エコフレンズいわく
に」が実施 しているリサイクル講座等 との同時開

催の企画を検討 します。

また、施設見学者へのアンケー ト調査を継続実

施 し、結果を施策へ反映 します。

広報 DVDの 貸
し出 し

市の処理施設の紹介や ごみ・ リサイクル等に関

する 6種類の広報DVDを 図書館や各総合支所・

支所等で貸 し出 し、公民館活動や学校教育 。社内

研修等に役立てていただくことで、市民のごみ処

理等に関する知識向上を図 ります。

また、市ホームページ上でも案内するとともに、

一部の内容について視聴できるように し、利用者

の利便性を確保するとともに、広報いわくに等で

も当制度の PRを 行います。
ごみ減 量等 資料

の展示

岩国環境フェスタ等のイベン トにおいて、ごみ

減量や リサイクル等に関する資料を作成・展示 し

PRす るとともに、他のイベン トヘの出展も検討
します。

また、適宜展示内容の見直 しを図 り、より市民

に分か りやすい展示資料を作成 し、ごみ減量等に

対する理解度向上を図 ります。
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施  策項  目

広報・ホームペー

ジから情報発信

広報いわくにや市ホームページに、ごみ減量や

リサイクル等に関する記事を掲載するとともに、

市民が知 りたい情報へよリアクセスしやす くなる

よう、「岩国市公式 LINEア カウン ト」などの S

NSで も情報発信を行います。

岩国市 リサイクルプラザを拠点に、ごみ・環境

問題に関する様々な啓発活動を行つている「NP

O法人エコフレンズいわくに」を支援 し、市民ヘ

のごみ減量・ リサイクル、環境問題に関する啓発

と取 り組みの実践を推進 していくとともに、市内

全地域の市民が利用できるための方法を検討 しま

す。

(活動内容 )

リサイクル講座/広報 。調査研究/修理再生 。

展示販売/環境イベン ト開催/お もちやの病院/
フー ドドライブヘの協力/他団体 との連携

NPO法 人エ コ

フ レンズい わ く

にの取り組み推進

事業系ごみの発生・排出削減や リサイクルに積

極的に取 り組んでもらうことを目的に、パンフレ

ッ トを配布 します。

また、一定規模以上の小売店等には 「廃棄物管

理責任者の選任」及び 「廃棄物の減量等に関する

計画書」の届出・提出を義務付け、ごみ減量
。資

源化の取 り組みを推進するとともに、排出量の多

い事業者に対 しては直接訪問 し、日標の達成に向

けた取 り組みへの協力を依頼 します。

事 業 系 ごみ の減

量 に関す るパ ン

フレッ ト

地域におけるごみ排出の適正化 とごみ減量推進

のため、「ごみ減量等推進協力員」を登録 し、協力

員を対象に した施設見学会の実施や分別ルールに

関する資料の配布等により協力員の育成を行い、

地域一体 となつたごみ減量等の取 り組みを推進 し

ます。

また、協力員向けマニュアルの内容を見直 し、

地域における指導方法の統一を図 ります。

ごみ減 量等推 進

協力員制度

2市 民 との協働

推進

スーパーマーケット等の販売店に対 して容器包

装の自主回収・簡易包装の協力を依頼 し、ごみの

減量等を進めます。

スー パ ー マ ー ケ

ッ ト等 にお け る

減量活動

3販 売事業者 と

の協力推進
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項  目 施  策

4助成制度 生 ごみ 処理機 器

購 入補 助 金 交付

制度

生ごみ処理機器の購入費用補助制度によリー般

家庭への処理機器の普及を図るほか、利用実態を

調査 し、有効利用の方法等を公表 して更なる利用

促進を図 ります。

年間補助基数は 170基 を目標 とし、市民への積

極的な広報活動 (広報いわくに・市ホームページ。

自治会での班回覧・イベン トでの啓発、家電量販

店等へのチラシやポスターの設置)を行い、利用

者数増加を図るとともに、利用者に対 してアンケ

ー トを行います。

5協 議体制の整

備

岩国市環境審議会

の開催

岩国市環境審議会に岩国市一般廃棄物処理基本

計画の進行管理指標の実績値を報告し、意見を求

めます。

また、ごみ減量等に向けた施策展開等に関して、

審議会において調査・審議 し、実施計画等に反映

させます。

開催予定などの情報を発信 し、傍聴者数や開催

結果の関覧者数を増加させる方法を検討 します。

6経 済的誘導施

策

指定ごみ袋制度

(ごみ処理手数料)

指定ごみ袋制度の意義や効果についての啓発 と

ごみ処理手数料等に関する調査・研究を行います。

マイバッグ持参運動

の縫

環境イベ ン ト等でマイバ ッグ配布や啓発 を行

い、令和 2年 7月 1日 に開始 されたプラスチ ック

製 レジ袋の完全有料義務化に伴 う国の取 り組みも

踏まえ、マイバ ッグ持参運動を継続 して推進 しま

す。

②ごみのリサイクル

項  目 施  策

1分別収集の徹底 パ ンフ レ ッ ト類

の発行

分別方法等が記載 してある 「ごみ収集カ レンダ

ー」を作成 (外国籍住民用の外国語版を含む)し 、

転入者も含めて配布を行い、分別徹底の啓発に努

めます。

ごみ減量や リサイクル等に関する啓発チラシの

作成 。配布 も行い、市民の意識啓発を行います。

広報 DVDの 貸
し出 し(再掲 )

「 1市民・事業者意識の向上 (人づ くり)」 と同

様。
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項  目 施  策

2リサイクルの推進 焼却余熱の利用 サンライズクリーンセンターでのごみの焼却余

熱を発電や、隣接する余熱利用施設 (ス パ・サン

ライズ)な どで利用 し、その内容を広 く市民に P

Rし ます。

焼 却灰 の有 効利

用

ごみ焼却により発生する焼却灰をセメン ト原料

として有効利用 し、焼却灰の性状を維持するため

に市民の分別に対する意識向上を図 ります。

廃 棄 物 系バ イ オ

マスの利活用

サ ンライズク リー ンセ ンターの余熱発電によ

る、焼却ごみに含まれているバイオマスの利活用

が安定的に行えるよう、施設の適正な維持管理を

行います。

③食品ロス削減推進計画

121 ごみの適正処理の啓発 と推進

項  目 施  策

1食 品 ロス削減

対策

生ごみ削減のための

3キリ誠顕用進

食品ロスの削減 と水切 りによる生ごみの削減を

併せ、食材の使い切 り、料理の食べ切 り、生ごみ

の水切 りによる「3キ リ運動」の啓発並びに取 り

組みの実践を、広報いわくに 。市ホームページや

イベン ト等で推進 します。

事業系食品ロス

の削減

食品ロス量の うち約 5割 を占める事業系食品ロ

ス削減のため広報活動を実施 し、地域の活動 と連

携を進めます。

項  目 施  策

1収集・運搬計

画

市 民サ ー ビス の

維持・向上

高齢者等のごみ出しの支援として、世帯員自ら

が決められたごみ集積場所まで家庭ごみを持ち出

すことが困難な世帯のごみの戸別収集、小型家電

及びパソコンを宅配便で回収する制度を継続 しま

す。

収集・運搬体制の

充実

収集・運搬状況を確認検討 し、体制の充実を図

ります。
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項  目 施  策

ごみ収 集 運 搬 業

の許可

ごみの収集運搬に関する許可は、ごみの排出状

況と現存する許可業者の収集運搬状況を勘案 して

行 うものとしてお り、本市で処分することが困難

なごみを限定的に収集運搬する場合を除き、新た

な許可は行わないものとします。

事 業 系 ごみ 搬 入

指導

事業者に対 して、自らによる再利用や再資源化

を行 うなどごみの発生 。排出削減を指導 します。

2中 間処理計画 サ ン ライ ズ ク リ

ー ンセ ン ター の

運営管理

知識 と経験を有する民間事業者に委託すること

により、施設の機能を最大限に活用できる運営管

理を行います。

資源 化 処理 施 設

の検討

稼動開始から 25年経過 していることから、適切

かつ財政負担の軽減が図れるような施設整備方針

を検討 します。

3最終処分計画 最 終処 分場 の活

用 と適正管理

既設処分場について、残余容量や処分状況から、

早期に終了 し跡地利用を目指す施設、継続 して埋

立てを行 う施設等、施設ごとの方針に基づき適正

に維持管理を行います。

また、廃上 した最終処分場は、災害廃棄物の仮

置場 としての活用を検討 します。

最 終 処 分 場 の延

命化 (不燃物残澄

の焼却処理 )

埋立処分 していた不燃物残澄の うち焼却可能な

残澄 をサンライズク リー ンセ ンターで焼却処理

し、最終処分量を削減 します。

4そ の他の計画 在 宅 医療廃 棄 物

対策

市民サー ビスの向上を図るため、在宅医療廃棄

物の うち、感染性がなく、かつ鋭利でないチュー

ブやバ ング類などを 〔焼却ごみ〕に出せることに

ついて 「ごみ収集カ レンダー」に掲載 し、適正処

理についての啓発を継続 します。

災害ごみ対策 「岩国地域災害廃棄物処理計画」を本市ホーム

ページ等に掲載 し、市民への周知を図 ります。ま

た、平時からの市民意識向上のため、災害廃棄物

の処理方法等の情報発信に努めます。

◎重点施策について

① 環境教育の充実 (出前講座 )
「岩国市地球温暖化対策地域協議会」や 「地球温暖化防止を考える会」等の市

民団体 と連携 し、講座メニューの充実化を図 り、学校や 自治会等に対 しての案内

を行 うとともに環境イベン トや広報いわくに 。市ホームページ等で PRを 行い、
参加者の増加を図 ります。
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また、アンケー ト調査において高い評価をいただいているごみ処理施設見学や

職場体験の内容を講座に反映 させていくものとします。

② 生ごみ削減のための 3キ リ運動推進
焼却余熱の有効利用のため啓発 していた生ごみの水切 りに、食品ロス削減の取

り組みである食品の使い切 り、料理の食べ切 りを加えた 「3キ リ運動」について

の広報活動を実施するとともに、「ごみ収集カ レンダー」や広報いわくに 。ホーム

ページ等で具体的な取組事例を紹介 し、家庭や事業所等での実践を啓発 します。

③ 事業系食品ロスの削減
食品ロス量のうち約 5割 を占める事業系食品ロス削減のため、食品関連事業者等

への情報提供や地域の活動と連携を進めます。また、フー ドバンク活動との連携や

災害用備蓄食料の有効活用を行います。

④ 資源化処理施設の検討
老朽化 した資源化処理施設 「岩国市リサイクルプラザ」についての長寿命化や更

新等について検討 します。また、「プラスチックに係る資源循乗の促進等に関する法

律」の施行に伴 う、製品プラスチックの資源化の適用についても検討します。

13)環境美化の推進

14)施策展開

市民や事業者の意識向上、取 り組みを実践 しやすい環境を整えるため、岩国市一般

廃棄物処理基本計画の施策スケジュールに沿つて施策を展開 します。

7

項  目 施  策

環境美化の推進 思 いや りの あ る

行動の促進

環境美化に関する情報提供を行 うとともに、環

境美化活動において顕著な功労があつた市民また

は団体に対 し、感謝状を贈呈 し公表 しています。

また、市ホームページ等において環境美化活動

の情報提供等を行い、市民・事業者の理解を深め

るための支援を行います。

不法投棄対策 不法投棄防止に関する啓発パンフレッ トの配布

や看板の設置、広報いわくに 。市ホームページ等

での啓発を行 うとともに、市民と協力 して、不法

投棄 されやすい場所に花壇を設置するなど、ごみ

を捨てにくい環境を作 ります。

また、定期的なパ トロールを継続するとともに、

市民や各地区の乗境衛生団体、警察等関係機関と

連携 して、不法投棄の防止を図 ります。



2 固形状一般廃棄物の種類及び分別の区分
次に掲げる全 20種類の分別収集を行います。なお、リサイクル対象品は、③から④ま

でとします (一部変則地域あ り)。

※ 資源品⑩～④‥………… 8種類にそれぞれ分別 し、中身の見えるビニール袋に入れた
り、専用紙ひもでしばるなどして収集場所に出します。

※ 処理困難ごみ⑦～⑩……4種類にそれぞれ分別 し、中身の見えるビニール袋等に入れ
て、〔陶磁器及びガラス類〕・〔プラスチック類〕・〔金属類及び

破砕ごみ〕・〔びん類〕・〔かん類〕の収集 日に収集場所の端に

出します。
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排出者別 種  類 収集方法 収集主体

家庭系

ごみ

収

集

① 焼却ごみ
② 陶磁器及びガラス類
③ プラスチック類
④ 金属類及び破砕ごみ
⑤ びん類
⑥ かん類

指定 ごみ袋に

よる定点収集

市 (直営・委託収集 )

市の許可業者に委託

して搬入

処理困難ごみ

⑦ 電池類 (乾電池・ボタン電池 。コ
イン電池・充電式電池 )

③ 蛍光管及び水銀式体温計
③ ボンベ・スプレー缶。ライター類
⑩  ビデオテープ・カセットテープ
類

ビニール袋等

① ペットボトル (拠点回収 ) 市 (直営・委託収集)

回収協力店による自主回収

⑫ 食品トレー 回収協力店による自主回収

資源品

⑪ 新聞紙類
⑭ 雑がみ (雑誌)類
⑮ 紙パック
⑩ 段ボール
⑫ 布 (衣 )類
⑬ アルミ缶
⑩ 電源コード類及び充電池内蔵
小型家電

④ 廃食用油

専用紙ひも、

ビニール袋等

市 (直営・委託収集)

市の許可業者に委託

して搬入

ポ リ容器

粗大ごみ 市 (委託収集)

直接搬入ごみ (一時多量ごみ等 ) 市民自らが直接搬入

事業系

ごみ

許可業者搬入 ごみ 事業者が市の許可業

者に委託して搬入

直接搬入ごみ 事業者 自らが直接

搬入



3 処理体系
別表のとお り。

4 収集計画
収集は、市 (直営又は委託業者 )及び許可業者により、市長が別に定める「固形状一

般廃乗物収集計画表」に従い、実施 します。

5 施設概要
(1)焼却施設

サンライズクリーンセンター

所在地 岩国市 日の出町 2番 75号
処理方式 連続燃焼式ス トーカ炉
処理能力 160t/日 (80t/24h× 2炉 )
処理対象 ごみ  〔焼却ごみ〕、〔可燃性粗大ごみ〕

121 資源化処理施設

岩国市 リサイクルプラザ

所在地 岩国市平田二丁 目 12番 30号
処理能力 61.lt/日
処理対象ごみ 〔陶磁器及びガラス類〕、〔プラスチック類〕、〔金属類及び破砕 ごみ〕、

〔びん類〕、〔かん類〕、〔処理困難 ごみ〕、〔不燃性粗大ごみ〕、

〔ペ ッ トボ トル〕

ア 処理方式及び処理能力
(ア)び ん類 手選別→ 自動色選別 (透 明、茶又はその他) 9t/日
(イ)か ん類 手選別→磁力選別→アル ミ選別→圧縮成型  6t/日
(ウ)プ ラスチック類 破袋→風力選別→手選別→磁力選別→圧縮こん包

18。 lt/日

(工)不 燃・粗大 破砕→風力選別→磁力選別→アル ミ選別→不燃・可燃物選別
26t/日

(オ)ペ ッ トボ トル 圧縮 こん包  2t/日
イ 資源化の方法
(ア)び ん類、プラスチ ック類及びペ ッ トボ トル  「容器包装に係 る分別収集及
び再商品化の促進等に関する法律 (平成 7年法律第 ■2号 )」 に基づく再商

品化

(イ)か ん類、金属類 独 自ルー トによる再商品化
ウ 処理残澄の処理 埋立て、焼却

9



伯)中 継施設
岩国市本郷ごみ処理場

所在地 岩国市本郷町波野 951番地
処理対象ごみ 全分別品 目
ア 錦・美川・美和・本郷地域の焼却ごみのサンライズクリーンセンター搬入ま
での中継施設

イ 錦・美川 。美和 。本郷地域の資源化ごみ、埋立てごみの岩国市 リサイクルプ
ラザ搬入までの中継施設

惚)最 終処分場
① 岩国市 日の出町最終処分場
所在地 岩国市 日の出町 2番 70号
埋立容量  100,500∬

埋立面積  19,000 Hf

埋立方式 準好気性埋立構造・セル方式
浸出水処理能力 70∬ /日

浸出水処理方法 生物処理→凝集沈殿処理→活性炭吸着→消毒
処理対象ごみ 焼却異物、選別残澄、〔陶磁器及びガラス類〕

② 岩国市玖珂不燃物処理場 (休止中)
所在地 岩国市玖珂町 1974番地
埋立容量 9,305♂

埋立面積  1,924 Hf

埋立方式 サン ドイ ッチ方式
浸出水処理能力 17.2∬ /日

浸出水処理方法 沈殿ろ過方式
処理対象ごみ  〔陶磁器及びガラス類 (安定物のみ )〕

③ 岩国市周東埋立処分場
所在地 岩国市周東町三瀬川 1781番地
埋立容量 20,400∬

埋立面積  4,700■ f

埋立方式 サン ドイ ッチ方式
浸出水処理能力 29∬ /日

浸出水処理方法 沈殿及び散水ろ床方式
処理対象ごみ  〔陶磁器及びガラス類 (安定物のみ )〕
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第 3章  生活排水処理計画
本計画では、第 2次岩国市一般廃棄物処理基本計画に掲げる 2つの基本理念 ①生活排

水処理の推進 ②市民・事業者・行政の協働による取り組みの推進 のもと、(1)生活排水処

理の推進 (2)し尿 。浄化槽汚泥の適正処理推進 を基本方針とし、日標とする姿『地域資源

を賢く使い、持統可能で供適に暮らせるまち』の実現を目指 します。

1 目標達成に向けての具体的な施策
(1)生活排水処理の推進

項  目 施  策

1生活排水処理

施設整備

公共下水道整備

推進

事業計画に基づき、一文字処理区、尾津処理

区、由宇処理区、周南処理区の 4処理区につい

て、国土交通省の交付金を活用 し継続 して整備を

行います。

加 えて、川下地区 (尾津処理区)では防衛省の

補助金を活用 し、更に岩国地区 (一文字処理区 )

では、内閣府の交付金を活用 して整備を進めま

す。

農業集落排水 整備済の地区において、施設の利用促進を図る

とともに適切な維持管理を行い、水環境の保全に

努めます。

浄化槽の整備推

進

公共下水道・農業集落排水の処理区以外の地域

で、合併処理浄化槽の設置に対する補助金交付制

度等により、年間 155基の設置整備を進めます。

また、単独処理浄化槽の撤去への上乗せ補助を行

うなど、単独処理浄化槽から合併処理浄化槽への

切 り替えを促進 します。

2生活排水の適

正処理推進

家庭での取 り組

み推進

下水道の 日に合わせて、パンフレッ ト配布やポ

スター掲示を行い、ティッシュペーパーなどの不

溶物を下水道へ流 さない等の啓発に努めます。

水洗化の普及 。

啓発

広報いわくに・市ホームページ等を通 して水洗

化の普及を広 く呼びかけます。また、マンホール

カー ドを活用 し、下水道への関心を高めてもらえ

るよう、啓発に努めます。

下水道週間にあわせて、岩国南せせ らぎセンタ

ーを一般開放 し、施設見学を受け入れます。

浄化槽の適正管

理

岩国環境フェスタ、広報いわくに 。市ホームペー

ジ等での周知を図 り、清掃業者や保守点検業者に

市民への啓発を依頼するなど、情報提供の機会を

増や していきます。

ll



12)し尿・浄化槽汚泥の適正処理推進

項  目 施  策

1排出抑制の推進 浄化槽に関する

知識の向上

岩国環境フェスタ、広報いわくに 。市ホームペ

ージ等で市民 (管理者)に情報提供を行い、浄化

槽に関する知識の向上を図 ります。

浄化槽清掃業者

の指導

浄化槽の清掃業者に対 して、清掃及び汚泥の引

き抜きを法に基づき適正に行 うよう指導 します。

2収集 。運搬計

画

処理の集約化に

伴 う収集・運搬

の効率化

錦・美川 。美和 。本郷地域の し尿及び浄化槽汚

泥の効率的な中継運搬を行 うため、岩国市本郷 ご

み処理場内に整備 した一時貯留施設の維持管理を

行います。

収集・運搬体制

の維持 (許可業

者指導 )

現在の許可業者による、 し尿及び浄化槽汚泥の

収集運搬体制を維持 します。

量的、質的に安定 した収集運搬が行えるよ う指

導 します。

し尿収集運搬業

の許可

安定かつ継続 した収集運搬を行わせ るため、新

たな許可は行わないものとします。

3中 間処理計画

・最終処分計画

みすみク リーン

センターによる

集約処理

岩国・錦・美川・美和・本郷地域の し尿及び浄化

槽汚泥のみすみク リーンセンターでの集約処理に

ついて、安定 した処理が出来るよう、施設の維持管

理を行います。

由宇・周東・玖珂地域の し尿及び浄化槽汚泥は、

周東乗境衛生組合 衛生センターで処理 を行いま

す。

汚泥等の集約処

理

みすみク リーンセンター及び周東環境衛生組合

衛生センターで発生 した汚泥等について、サンラ

イズクリーンセンターで集約処理 し、焼却灰をセ

メン ト原料 として有効利用 します。

4有効利用の促進 汚泥等の有効利

用

みすみクリーンセンター及び周東乗境衛生組合

衛生センターから発生する汚泥等は、サンライズ

クリーンセンターで焼却処理 し、焼却灰 をセメン

ト原料化 して有効利用を図 ります。

5そ の他の計画 災害廃棄物対策 「岩国地域災害廃棄物処理計画」を本市ホーム

ページ等に掲載 し、市民への周知を図 ります。ま

た、平時からの市民意識向上のため、災害廃棄物の

処理方法等の情報発信に努めます。

12



◎重点施策について

処理の集約化に伴 う収集・運搬の効率化

引き続き玖北地域の し尿 。浄化槽汚泥を本郷 ごみ処理場の一時貯留設備 を活用 して

収集運搬の効率化を図 ります。

131 施策展開

市民や事業者の意識向上、取 り組みを実践 しやすい環境を整えるため、「岩国市一般廃

乗物処理基本計画」のスケジュールに沿つて施策を展開 します。

2 液状一般廃棄物の種類
(1)し尿

(2)浄化槽汚泥

3 収集計画
収集は、市長が別に定める「液状一般廃乗物収集計画表」に従い、実施 します。

(1)し尿 許可業者により、おおむね月 1回 実施 します。
(2)浄化槽汚泥 許可業者により、随時実施 します。

4 施設概要
(司  し尿処理施設
① 岩国市みすみクリーンセンター

所在地 岩国市三角町三丁 目 2番 7号
処理方式 標準脱窒素処理方式十高度処理
処理能力 158k1/日 (し尿 15.8k1/日  浄化槽汚泥 142.2k1/日 )

② 周東環境衛生組合 衛生センター
所在地 柳井市神代 2805番 地 1
処理方式 標準脱窒索処理方式 +高度処理
処理能力 131k1/日 (し尿 26k1/日  浄化槽汚泥 105k1/日 )
設置者 周東環境衛生組合
組合構成市町 柳井市 田布施町 平生町 上関町 岩国市

121 中継施設

岩国市本郷 ごみ処理場

所在地 岩国市本郷町波野 951番地
保管容量 40ボ

錦・美川・美和・本郷地域の し尿・浄化槽汚泥のみすみクリーンセンター搬入ま

での一時貯留施設

13



第 4章 計画の進行管理

本計画に記載 した施策及び事業を着実に実施 。推進するため、取 り組みの状況や 目標値

の達成状況などを、市ホームページ等で公表 します。
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別表 ごみ処理体系 焼却ごみ 日

サンライズクリーンセンターに1回の指定日
定点回収

(おおむね10世帝単位
で定点セ設け収集する)

プラスチック類 日

本郷ごみ処理号
み

日常生活から定期的に

びん類 4週間に1回の指定日
自己搬入
または許可業者
(aの指定なし) 岩国市リサイクルプラザ

4週間に1回の指定日 資源品定点回収資源品
中身の見えるビニール復等
または専用紙ひも

日の出町最終処分B
中身の見えるピユール狼
または内容的を明示

ス類

み

日

電語の申込による戸別収集
く票4週間に1回の指定日)

み

自己搬入または許可業者
随時排出さ協 もの

高齢者等のごみ出し支援事業 指定日

一時多量ごみ
(引亀し・庭本の剪
定・日用大二等)

自己搬八または許可業者

資源品

ペ ッ

食品トレー

:ペットポトルの日、
回収協力店等

※蜻・美川・美和・本郷地域は定朗収集(ペットボトル
トレー:プラスチック顕の日)、 または回収協力店

トレーメーカー

一
般
廃
秦
的

パノコンメーカーメーカ て処理

′くノコン

使用済小型家電回収ポックス

宅配回収 リネットジャパンリサイクル開

使用済小型家電回収ボックス

ス HOYA腑アイケアカン′くニー

小売店

自己搬入 カー

辟

販売店へ返却または,サイクルショップヘ売却

己処理するもの

事業活動から排出されるもの

ルショップヘ売却

事業系 再利用可能なもの

強渡その他

自己処理するもの 15



令 和 6年 度 固 形 状 一 般 廃 棄 物 収 集 計 画 表

“

.1)

区分 焼却ごみ 「旬磁器 及びガラス類 プラスチック類 金属類及び破砕ごみ びん類 か溺領 資源品 ヾットホ
゛
トル 粗大ごみ

高齢者等の

ごみ出し支援事業

直  営

師木野 (六呂師、叶木)

小瀬の一部 仇 田・持

ヶ峠、柏山、矢細工)

師木野 (六呂師、R十木l

小瀬の一部 仇 田、持

ヶ喰 柏山、矢細工l、

北河内の一部 (荒瀬

0

師木野 (六呂師、叶木)

小瀬の一部 (丸田、持

ヶ峠、柏山、矢細工l、

北河内の一部 (荒瀬

0

師木野 (六呂師、叶木)

小瀬の一部 仇 田、持

ヶ峠、柏山、矢細工)、

北河内の一部 (荒瀬

締

川日町―・三丁目、三

笠町二丁目の一部・三

丁目の一部、元町四丁

目の一部、昭和町一丁

目の一部・三丁目の一

部・三丁目の一部、桂

町―・二丁目、飯田町

二丁日、御庄、師木野

(六 呂師・叶木を含

む)、 小瀬の一部 (丸

田、持ヶ峠、柏山、矢

細工)、 北河内 (荒瀬

谷)、 藤河の一部、南

河内、愛宕町、横山、

川西、牛野谷町、平田

―・二・三。四・五丁

目の一部・六丁目、海

土路町二丁目の一部、

藤生町三丁目の一部

(中賊 )

麻里布町四丁目の一

部・五丁目の一部・六

丁目の一部・七丁目の

一部、元町四丁目の一

部、昭和町一丁目の一

部・二丁目の一部・三

丁目の一部、桂吼 飯

田町二丁目、御に、師

木野 (六呂師 。叶木を

含む)、 今津町二・三

丁日、崇捲地区、小瀬

の一部 勧」田、持ヶ氏

柏山、失細工l、 北河

内 鱒 )、 門前町

一丁目の一部、愛宕

町、平田一丁目の一

部 ∫二・三・四・五・

六丁目、灘町、海土路

町、南岩回町一丁目の

一部・三丁目の一部・

三。四・五丁目、藤生

町、黒磯町二丁目の一

部。三丁目

岩国地域 (紙パック・

布類・廃食用油・電源
コー ド類及び充電池

内蔵小型家電のみ)、

川下・錦見 (軽 コー

ス)、 小瀬 (丸田、持ヶ

峠、柏山、矢細工l、

北河内 鱒 )の全
品目

岩国地域 岩国地域

委

託

l有)森下清掃舎

麻里布町―・四・五・

七丁目の一部、東地

区、立石町、砂山吼

室の木町、北河内 (荒

瀬谷を除く)、 F日前町

一丁目の一部。二丁目

の一部・三・四・五丁

日、尾津町、川下地区、

南岩国町二丁目の一

部

東地区、立石町、砂山

町、室の木町、今津町、

装港地区、小瀬の一

部、藤河、南河内、北

河内 鱒 を除く)、

愛宕地区(牛野谷町を

含む)、 市岩国町一丁

目の一部 。二丁目の一

部、川下地区、横山、

川西、平田二・三・六

丁目

錦見、川口町、三笠町、

元町四丁目の一部、昭

和町一丁目の一部 。二

丁目の一部・三丁目の

一部、桂町、飯田吼

触 、本棚_予、三と汗了咀

砂山町、室の本町、装

港地区、ノJヾ頼の一部、

楠町三丁目の一部 (軽
コース)、 中津町一丁

目の一部・三・三丁目、

車町、サIIド HJ、 畑咀

南岩国町二丁目の一

部

元町―・三・三丁目・

四丁目の一部、昭和町

一丁目の一部 。二丁目

の一部・三丁目の一

部、立石町、砂山町、

室の木町、装港地区、

小瀬の一部、愛宕地区

(牛野谷町を含む)、 南

岩国町、川下地区、平

田―・四・五丁目、灘

吼 海」脚咀 牌 L町

―・三丁目の一部

麻里布町一丁目の一

部。三丁目の一部・三

丁目の一部・四丁目の

一部・五丁目の一部・

六丁目の一部・七丁目

の一部、門前町三丁目

の一部・四・五丁目、

酬 三・四・五丁日、

川下地区、灘町、南岩

国町一丁目の一部・三

丁目の一部。三・五丁

目の一部、平田五丁目

の一部、藤生町一丁目

の一部

サI十日町、三笠町、立石

町、砂山町一丁目、室

の木町―・四丁日、′Jヽ

瀬の一部、中津町三丁

目、コ町二丁目の一部

l軽コース)。三丁目、

川 ドHJ三丁日、旭町、

川西、平田一丁目の一

部

岩国地域

綱 、

撤

ダンポール、

アルミ缶

麻里布吼 楠町、横山、

装束町、中津町、川西、

細 、軸 、刑頼、

)II刊、卸 、F日

油 、 剛 、 醐 、

卿

南岩国町一丁目の一

部・二丁目の一部



l有)横田清掃舎

岩回、錦見、今津町、

藤河、南河内、門前町

一丁目の一部・二丁目

の一部、愛宕町、牛野

谷町、通津の一部、平

田一丁目の一部 (ガー

デンシティ)。 二・三

丁目の一部・四・五丁

日、南岩国町一丁目・

二丁目の一部。三・四・

五丁目、灘地区

麻里布町、岩国、錦見、

触 、掛 、山判 、

通津、平田―・四・五

丁目、灘地区、南岩国

町一丁目の一部。二丁

目の一部 。三・四・五

丁目

岩国、今津町、門前町

一丁目の一部。二丁目

の一部・三丁目の一

部・四・五丁目、尾津

町一丁目の一部・二丁

目の一部・三・四・五

丁目、愛宕町、楠H「―・

二丁目・三丁目の一

部、中津町一丁目の一

部、蜘 、灘町、

海土路町一。二丁目の

一部、南岩国町一・二

丁目の一部・三・四・

五丁目、藤生町―。二。

三丁目の一部・四・五

丁目、黒磯町、青木町

―・二・三丁目の一部。

四丁目

麻塁布町、岩国、錦見、

川口町(三笠町、元町
四丁目の一部、昭和町
一丁目の一部。三丁目

の一部・三丁目の一

部、桂吼 飯田吼 今

津町、山手町

麻里布町一丁目の一

部 。二丁目の一部・三

丁目の一部。四丁目の

一部・五丁目の一部・

六丁目の一部・七丁目

の一部、岩国、錦見、

立石町、砂山町、室の

木町、今津町、山手町、

装港地区、小瀬の一

部、門詢町一丁目の一

部・二丁目・三丁目の

一部、海土路町―・三

丁目の一部、南岩国町

四・五丁目の一部、藤

生町一丁目の一部・

三・三丁目の一部・四・

五丁目、黒磯町二・三

丁目、青木町二丁目の

一部・四丁目

岩国、錦見、砂山町二

丁目、室の木町二・三。

工丁目、今津町一。四・

五・六丁目、門詢町一

丁目の一部・三丁目の

一部、l南町、中津町―・

二丁目、車町―・二丁

目の一部、川下町―・

二丁日、牛野谷町

岩国地域

労

'Ff当

日、

縄

ダンボール、

アルミ缶

岩国、藤河、錦只 御

庄、ホ主野、市河内、北

河内、立河町、砂山町、

室の木町、今津町、山

手阿「

仰西部ビルメ

ン

麻里布町二・三・六・

七丁目の一部、御庄、

柱野、山手町、通津の

一部、平田三丁目の一

部・六丁目、南岩国町

二丁目の一部

通津、平田一丁目の一

部。三丁目の一部・四・

五丁目の一部

通嵐 脚 二・三丁

目の一部・四・五丁目、

黒磯町、青木町(保津
町

=笠町―・二丁目の一

部。三丁目の一部、元

町―・二・三丁目・四

丁目の一部、昭和町一

丁目の一部。二丁目の

一部 。三丁目の一部、

尾津町二丁目の一部、

南岩国町一丁目の一

部・三丁目の一部、通

津、黒磯町一丁目、青

木町― 。三丁目の一

部・三丁目、保津町

麻里布町―・二・三・

四丁目の一部・五丁目

の一部・六丁目の一

部・七丁目の一部、山

手町、横山、通津く黒

磯町―・三丁目の一

部、青莉 、保津町

労

'Ff習

日、

撤

ダンボール、

アルミ缶

岩国地域 ,I十日吼 平田、藤生吼

三笠町、灘町、黒磯町、

元町、海土路町、青木

咀 夢騨町、日召不口吼

桂町、飯田吼 通よ

南岩国町一丁目の一

部。二丁目の一部。三・

四・五丁目

l有)清 流 産 業

装港地区、小瀬の一

部、横山、川西、平田

一丁目の一部

麻里布町、元町―・二・

三・四丁目の一部、昭

和町一丁目の一部 。二

丁目の一部。三丁目の

期 、山剥 、前 、

市河内、1師内 (荒瀬
谷を除く)、 門詢町一

丁目の一部・二丁目の
二部。三丁目の一部、

尾津町一丁目の一部・

二丁目の一部、南岩国

町二丁目の一部、横

山、川西、平田一丁目

の一部・三・三・五丁

目の一部・六丁目、南

岩国町二丁目の一部、

海土路町二丁目の一

部、藤生町三丁目の一

部、青木町三丁目の一

部、保津阿「―・三丁目

御畦、柱野、藤河、南

河内、北河内 (荒瀬谷

を除く)、 横山、川西、

平田二・三・六丁目、

南岩国町二丁目(トー

ヨド団勉

藤河の一部、北河内

睡 を除く)、 尾

津町―・三丁目の一

部、門前町一丁目の一

部・三丁目の一部

元町―・三・三。四丁

目の一部、昭和町一丁

目の一部・三丁目の一

部・三丁目の一部、藤

河、市河内、北河内 硫

瀬谷を除く)、 門前町

一丁目の一部 。二丁目

の一部。三・四・五丁

日、尾津町、南岩国町

一丁目の一部・三丁目

の一部

岩国地域

新 聞 、

禍
f氏

ダンボール、
アルミ缶

許  可

下般許可 17業者 (許可区域 岩国婉 伺毎日清掃舎、固岩国コレクトサービス、仰ガンシン、岩国衛生腑、佃犬草産業、同錦衛生舎、い山陽商会、爛西部Dレメン、信和産業、(旬日召和産業、
仰クロカワ、サマンサジャパン帥、仰アイン、伺礎山商店、オ夏本産期 、固晴流産業、山口県東部森林組合

※ 柱島三島のごみ収集、運搬は、地元に委託



令 和 6年 度 固 形 状 一 般 廃 棄 物 収 集 計 画 表 傲混)

区分 焼却ごみ 「仁朧 及びガラス類 プラスチック類 金属〕販 て苅t砕ごみ び顔 かん類 資源品 ペットボトル 粗大ごみ
高齢者等の

ごみ出し支援事業

直営

委

託

l有〕由宇衛生社 由宇町 由判 由宇町 由判 由判

僻坊野興業 由宇H「 由判 由宇町 由宇町 由宇H「

l有

'兼

年工業

卿

動 ・枡 キ`田上。鵬

田中・初じt'FF。畑 ・

白噺 i。 旧副顧進。瀬

阻上・瀬H下。有こ正o久

Fttl台 1区・郷監杉区・

同}帯頭・利 上・本
町下幻岨・新市1区・

締 2区・加 上。才川

→

卿

動 ・υ♭甘田上・柳炸

田中。初♭常田下・知 ・

自噺i・ 図訓歌進・瀬

田上・瀬H下。有廷正o久

F聡1区・郷昭杉区・

同}帯頭。刹「 L・本
田
'「

F幻嘔鞠市1区・

新市2区・細 上。細

n

如

固地。枡甘巴上・例井

田中。柳ク#田下。大田・

御晰 ,。 旧副覗進。瀬

田上・瀬H下・有こ正o久

Fttl合 1区。灯監杉区。

同}帯頭。本虹 L。本
田]~F幻嘔鞠市 1区・

締 2区・茅阿上・細

→

卿

動 ・枡甘田上・柳咋

田■・初♭常FF・畑 。

台務詐 1踊珊陛・瀬

巴上。瀬珂F。有こ正・久

FBl台1区・久門給2区・

同}市頭・本虹 L・本
町下幻嘔・獅 1~1区・

新市2区。身知上。細

れ

卿

鶴地・枡モ1巴L・柳咋

田中・附 ・畑 。

御噺 i。旧訓顧進。瀬

阻上・瀬珂て。右延。久

門給1区・郷路 2区・

雌 ・市頭・刹「 L・本

町下切嘔埠市 1区。

締 2区・期町上・細

→

卿

動 ・枡t'田上・柳ク十

田中・初♭常日TF・畑 。

台嚇詐 1廟射睡・瀬

巴L・瀬H下・穐廷・久

F聡 1区・久F路杉区。

同}市頭・利 上。本
田]‐F幻嘔・新

'1区

・

締 2区・加 上・細

→

卿

建コ也・枡常田上。例炸

田中・初♭常FF・知 ・

台琳詐 1断闘闊陛・瀬

田上。瀬H下・有廷・久

門倫1区・久門給2区・

風}市頭・刹「 L・本
町下切嘔・獅市1区。

新市2区・細 上。細

⊃

卿

0〕也・初)tl田上・柳片

田■。初♭学FF・ 畑 ・

台嚇訃 1臨射陛・瀬

剛 L・淑¶て。有廷・久

F玲1区・久Fttl合 2区・

同}寸頭・和「 L・本
町下切嘔粥前 1区・

労鋼1~

2区・細 上・弟阿→

州

l有)ヤマ ト

卿

崎 。硲 。鋼 ・

■里予口・ギFttL・里予日

上・野匡l下1区・野匡l下

2区。卜叫止・卜叫下・

阿Jヒ・千束・E田・谷

津L・奮期ド1区準津

下2区・移掛・団 ヒ・

bh向

期

瞭 ・硲 ・鰯 ・

弾予口。剛 ・野El

上・野口下1区・野「
l下

2区・トロ祉 ・卜W下・
卜硼 ヒ・下束・障日・谷

津上孝瀞囁1区・る津

下2区・鞍掛。開 ヒ。

と」的

畑

瞭 ・硲 ・鰯 ・

榔予口。河内地・野rl

上。里子「1下 1区・野Fl下

2区・「叩止・卜叫下・

トロ可上FIヒ。f束・E田・谷

津上。谷釧て1区。4津
下2区・鞍隣・団 ヒ・

[〕南

卿

酪 ・硲 ・鰯 ・

弾予口・醐 ・野「 l

上・野口下1区。野「 l下

2区・巨叫止・騨叫下・

阿切ヒ・萩 ・即日・谷

津上・谷判ギ1区峰津

下2区。鞍隣・開 ヒ・

と」南

卿

瞭 ・硲 ・鰯 。

ヰ野「
l・河村b野口

上・野「 l下
1区・狸予口下

2区・卜田ユ吐・即叩・

阿Jヒ・
~陳
・野日・谷

津上・谷蜘て1区・4津
下2区嘲掛・開 ヒ・

[」南

卿

瞭 ・硲 ・鰯 ・

騨予口・洞内地。野口

上。野口下1区・野「
l下

2区・卜帆 ・卜晰 ・

卜硼 ヒ。
~疎。田 ・谷

津上孝辮嘔1区。名津

下2区・鞍勝・印 ヒ・

[」的

卿

瞭 。硲 ・鰯 ・

ヰ野口・ギ田舟ヒ。野にl

上・野El下 1区・里予日下

2区。卜弾止。師叫下・

卜硼 ヒ・イ束。田 。谷

津L・谷判て1区路津

下2区・鞍掛。開 ヒ・

蜘

卿

畑

瞭 ・硲 ・鋼 ・

中野「
l・河科b野匡l

上・野「
l下1区・野口下

2区・トロi吐・回叩・

卜硼 ヒ・稼 ・田 ・谷

津L・谷割Fl区準津

下2区嘲掛・開 ヒ・

[J南

鵬 周東町 周東町

建物釧 有, 周東町 周東町

肺 lll組 周東町 周東町

小林商店 周東町 周東町 周東町 周東町

榊シーパーツ 周東町

的クリーンホーム 錦町、型 II咀 美不日町 錦町、剣 II咀 美不口町 錦町、力 II咀 美不口町 錦田「、コ II咀 美不日町 錦町、剣 II咀 美和町 錦町、剣 II咀 美不口町 錦町、美川咀 美不日町

l右)ク リーンホーム
釉 、剣 II町

瓢 柳

綱 、剣 II町

瓢 柳

細 、剣 II町

細 、 柳

爛亀乃家 美和町 美和町 美和町 美和町 美和町 美和町 美和町

(同)】M躙翔覧 刈郵‖「 柳 本郷町 ん目W「 蒋口田「 榊 本郷田「



許  可 O玖珂町  12業者 (許可区域 玖珂醐

下般許可

○由宇町

O周東町

○錦 町
OttII町

O美和町
O柳

5業者 僻可区岐 由硼
18業者 徹可区域 周東四呵

6業者 僻可区域 錦 醐
3業者 僻可区域 剣 I地ゆ
6業者 (許可区域 美和朗
2業者 鮮可区域 獅

爛坊野興業、伺由宇衛生社、t働メディカルダスト、棚由宇建材、爛森野組

肺 )ll組、建物美研間、いキタバタ、棚妨野興業、―
工業、御B召不口産業、衛メディカルダスト、光井期 有)、 棚画部Dレメン、

仰タイナカ運送、向クリーンサポートヒラタ、侑″ム泳、俯中村細、伺貯マト、向あらい―
―ビス、山口県東部森林組合、奥林造日、信和産業

伺栄年E無 肺
'll組

、徘ム泳、俯中柚凪 山口的 合、僻田村土木、同円召不日産業、伺メディカルダスト、鵬 、鶴画部Dレメン、

棚妨野興業、的ヤマト

棚山陽商会、同平田工務店、いにしき、西日本高速道路メンオみ中国い、門クリーンホーム、山口県東部森林組合

野原建設脚ヽ働クリーンホーム、山口県東部森林組合

い山陽商会、山口県東部建設副産物協同組合、光井期 司、陶平田工務店、同クリーンホーム、山口県東部森林組合

的クリーンホーム、山口県東部森林組合



令 和 6年 度 液状一般廃棄物収集 計画表

区
分

業者名 生し尿
潮 ヒ槽

(汚泥・清掃)

委
託

l有)トキワ衛生社

(日目高舌82-2266)
周東町、玖珂町

許
可

岩国衛生俯

(日巨高舌43-1201)

岩国三・四・五丁目、錦見一～四・七。人丁日、川西、

今津町一～四・六丁目、山手H丁、室の木町、砂山町、立石町、

麻里布町一丁目1番 1号、麻里布町二丁目10番 46・ 47・ 74号、

川日町、三笠町、元町、昭和町、飯田町、桂町、日の出町、

― 、装束
町、海土路町、藤生町、黒磯町、

青木町、保津町、小瀬、藤河 (関戸 。多田・阿品・田原)、

北河内 (守内・瓦谷 。杭名 。下・行波 。天尾 。二鹿 。相ノ谷)

岩国地域

伺錦衛生舎

(臨 31-7268)

岩国一 。二丁目、錦見五 。六丁日、横山、平田、今津町五丁目、

麻里布町 (一丁目1番 1号と二丁目10番 46・ 47・ 74号を除く)、

楠町、中津町、車町、川下町、旭町、三角町、牛野谷町、門前町、

愛宕町、尾津町、南岩国町、灘町、通津 (通津 。長野l、 御庄 (御庄 。持

国・大谷)、 師木野 (六呂師 。叶木・柱野)、 市河内 (土生 。角・保木・

上田・寺山。近延・行正・入野・大山・廿木・伊房・竹安)

岩国地域

柱島乗境衛生組合 柱島

端島環境衛生組合 端島

黒島環境衛生組合 鶏

的由宇衛生社

(電話 63-0140)
由判 同左

l有)トキワ衛生社
周東町

卿

l有)ク リーンホーム

(電話 76刊063)
錦町、型 II町、美和町、本郷町 同左


